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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第１四半期連結
累計期間

第30期
第１四半期連結
累計期間

第29期

会計期間
自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日

自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日

自　平成26年６月１日
至　平成27年５月31日

売上高 （千円） 196,463 189,722 1,740,777

経常損失（△） （千円） △115,510 △104,166 △173,243

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △116,196 △104,978 △176,574

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △115,642 △106,347 △181,002

純資産額 （千円） 895,106 723,399 829,746

総資産額 （千円） 1,899,547 1,506,233 1,571,395

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△)
（円） △37.71 △34.07 △57.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.1 48.0 52.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

　　累計期間より、「四半期（当期）純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失（△）」

としております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間に、ピップ＆ウィズ株式会社の株式を取得したことに伴い、同社が新たに持分法適用会

社となりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前々連結会計年度より当期純損失を計上するとともに、当第１四半期連結累計期間においても営

業損失87百万円、経常損失１億４百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失１億４百万円を計上しております。こ

れらの状況により、当社には継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

しかしながら、「３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　（５）継続企業の前提に関する

重要事象等の対応策」に記載のとおり、当該事象又は状況を解消し、改善するための具体的な対応策をとっているこ

とから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績及び雇用状況等は改善傾向に推移し、緩やかな景気回

復の状況にありました。

このような状況のもと、玩具市場は、個人消費の増加等を反映し、業界全体としては堅調に推移しております。

当社グループにおいては、ここ数年の業績低迷を打破すべく、引き続き、当連結会計年度も固定費の削減に努め、

基幹事業であるOEM製品販売に加え、オリジナル商品販売事業の成長拡大のために経営資源を集中し、通期の黒字化

を達成するとともに、将来に向けた事業基盤の再構築を目指しております。

当第１四半期連結累計期間は、OEM製品販売は、平成27年７月18日より「TAMAGOTCHI 4U＋」を発売し、それを含め

ほぼ計画通りに進捗しました。その他、オリジナル商品販売は「Yuki Yuki (ゆきゆき)」等を販売し、全体として堅

調に推移しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、１億89百万円（前年同期比3.4％減）となりました。

利益面におきましては、営業損失は87百万円（前年同期は１億13百万円の営業損失）、経常損失は、当第１四半期

連結会計期間より持分法適用会社となったピップ＆ウィズ株式会社の持分法による投資損失等を含め１億４百万円

（前年同期は１億15百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億４百万円（前年同期は１億16百

万円の四半期純損失）となりました。

 

（２）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ65百万円減少し、15億６百万円となりました。

これは、主に受取手形及び売掛金が52百万円減少したことによるものであります。

負債の部につきましては、前連結会計年度末と比べ41百万円増加し、７億82百万円となりました。これは、主に1

年内返済予定の長期借入金の減少35百万円、長期借入金の減少32百万円があった反面、短期借入金が１億60百万円増

加したことによるものであります。

純資産の部につきましては、前連結会計年度末と比べ１億６百万円減少し、７億23百万円となりました。これは、

主に当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失計上による利益剰余金の減少１億４百万円によ

るものであります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は７百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等の対応策

「１　事業等のリスク」に記載のとおり、当社グループには、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しており

ます。当社グループは当該状況を解消すべく、次のような取り組みを実施しております。

① 売上高の拡大

② 固定費の削減

③ 資金繰りへの対応

上記のうち「① 売上高の拡大」につきましては、OEM製品販売において、顧客企業との連携を密にし、「たまごっ

ち」「デジモン」等の主力シリーズの新製品開発に注力し、一定額の売上高及び売上総利益を確保することに努めて

まいります。また、シニア層も意識した幅広い年齢層をターゲットにしたオリジナル商品の開発及び販売を売上拡大

の柱にし、新規販売ルートの確立、そのための体制及び人材の強化を図っております。これからもそれら施策を含

め、売上高の増加に継続的に取り組んでまいります。

「② 固定費の削減」につきましては、当第１四半期連結累計期間に大幅な削減を実現しましたが、引き続き固定

費の支出を抑えるための取り組みに努めてまいります。

「③ 資金繰りへの対応」につきましては、個別の資金手当の可能性を幅広く検討しておりますが、当面の間、現

状の現金及び現金同等物の残高にて、運転資金及び借入金の返済等は十分に賄える予定であります。

以上により、また、当第１四半期連結累計期間における業績についても概ね予想どおりに推移しているため、当社

グループは、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,081,600 3,081,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は

100株でありま

す。

計 3,081,600 3,081,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年６月１日～

平成27年８月31日
－ 3,081,600 － 555,235 － 587,435

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,081,200 30,812 －

単元未満株式 普通株式      400 － －

発行済株式総数 3,081,600 － －

総株主の議決権 － 30,812 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権の数１個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 743,230 736,002

受取手形及び売掛金 95,909 43,341

商品及び製品 43,140 37,229

仕掛品 12,703 7,941

原材料及び貯蔵品 14,034 14,584

その他 27,912 25,976

流動資産合計 936,931 865,075

固定資産   

有形固定資産 26,125 25,164

無形固定資産 1,480 1,406

投資その他の資産   

投資有価証券 519,725 527,704

その他 87,133 86,882

投資その他の資産合計 606,859 614,586

固定資産合計 634,464 641,157

資産合計 1,571,395 1,506,233

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,405 19,495

短期借入金 90,000 250,000

1年内返済予定の長期借入金 182,720 147,030

その他 87,369 34,472

流動負債合計 376,495 450,997

固定負債   

長期未払金 265,526 265,526

長期借入金 50,475 18,405

退職給付に係る負債 48,650 47,042

その他 502 862

固定負債合計 365,154 331,836

負債合計 741,649 782,833

純資産の部   

株主資本   

資本金 555,235 555,235

資本剰余金 587,435 587,435

利益剰余金 △307,679 △412,658

株主資本合計 834,990 730,011

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,050 1,053

為替換算調整勘定 △6,294 △7,666

その他の包括利益累計額合計 △5,243 △6,612

純資産合計 829,746 723,399

負債純資産合計 1,571,395 1,506,233
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 196,463 189,722

売上原価 119,964 127,117

売上総利益 76,499 62,604

販売費及び一般管理費 190,039 150,225

営業損失（△） △113,539 △87,621

営業外収益   

受取利息 72 20

受取配当金 425 470

為替差益 － 2,059

その他 62 307

営業外収益合計 560 2,857

営業外費用   

支払利息 2,309 2,111

為替差損 155 －

持分法による投資損失 66 17,025

債権売却損 － 186

その他 － 78

営業外費用合計 2,530 19,402

経常損失（△） △115,510 △104,166

特別損失   

固定資産除却損 10 137

特別損失合計 10 137

税金等調整前四半期純損失（△） △115,521 △104,303

法人税等 675 675

四半期純損失（△） △116,196 △104,978

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △116,196 △104,978
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

四半期純損失（△） △116,196 △104,978

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 162 3

為替換算調整勘定 391 △1,371

その他の包括利益合計 554 △1,368

四半期包括利益 △115,642 △106,347

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △115,642 △106,347
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

持分法適用の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、新規取得したピップ＆ウィズ株式会社を持分法の適用の範囲に含めておりま

す。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日）

減価償却費 2,242千円 1,784千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日）

当社グループは、おもちゃ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年８月31日）

当社グループは、おもちゃ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額 37円71銭 34円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千

円）
116,196 104,978

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（千円）
116,196 104,978

普通株式の期中平均株式数（株） 3,081,600 3,081,600

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月９日

株式会社ウィズ

取締役会　御中

 

監査法人保森会計事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 三枝　　哲　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山崎　貴史　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウィズ

の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平成27

年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウィズ及び連結子会社の平成27年８月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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